
以下参考資料
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通信障害、位置
認識できない

障害回避

電離圏擾乱
マップの作
成、告知

電離圏擾乱マップをリアルタ
イムで作成することで、航空
障害を未然に防ぐ

宇宙天気予報の航空運用での利用イメージ
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本情報を航空
運用に提供す
るセンターの要
件について
ICAOで検討中

グローバル・サービス

リージョナル・サービス

太陽・磁気圏等
地球全体で共通
の情報を提供

電離圏等ローカ
ルな情報を提供

24時間運用、ロバスト化

など現業機関としての
対応が求められる



ISES: 国際宇宙環境サービス

(18か国が加盟。ESAがCollaborative Expert Centerとして参加)

シドニー（オーストラリア）

ボルダー （米国）

ＩＳＥＳ本部（NOAA)
オタワ（カナダ）

NICT

東京（日本）ジェジュ（韓国）

ニューデリー （インド）

モスクワ（ ロシア）

ワルシャワ（ポーランド）

プラハ（チェコ共和国）

ブリュッセル（ベルギー）

ルンド（スウェーデン）

ヘルマナス（南アフリカ共和国）

サンジョセドスカンポス（ブラジル）

太陽監視衛星、太陽風監視衛
星、静止軌道衛星など多くの衛
星を運用し、データを提供。

局所的電離圏観測や地磁気観測の地上観測
網が充実している他、独自の宇宙天気数値予
測モデル（太陽風、磁気圏、電離圏）の開発を
実施。

国際協力によって宇宙天気予報を推進。

北京（中国2機関）
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メキシコシティ
（メキシコ）

エクセター（英国）

バンドン （インドネシア）

グラーツ（オーストリア）



世界の宇宙天気（運用）関係組織
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Space Weather Workshop
(NOAA)

European Space Weather Week

Long-Term Sustainability WG
2011~2014

国際宇宙環境サービス
（ISES）

国際科学会議
（ICSU）

Asia-Oceania Space Weather 
Alliance (NICT) 2010～

ISWI (International Space Weather Initiative) WG 
2009~2011

宇宙平和利用委員会
（UN/COPUOS）

世界気象機構
（WMO)

ICTSW (International Coordinate Team for 

Space Weather) 2009~

国際民間航空機関
（ICAO)

IAVSWOPSG (International Airways Volcano 

Watch Operations Group) 2009~

国連
Regular session 2015~

WG-MISD (Meteorological Information 

and Service Development) 2015~

http://www.spaceagenda.com/uploads/unoosa.jpg
http://www.spaceagenda.com/uploads/unoosa.jpg


情報発信
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現在構築中のプロダクト




